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要旨要旨：：日本語の運用力、つまり日本語のコミュニケーション能力を養成するのは、

日本語専門教育の最終目標だと言える。中国の高等職業学校（専門知識を３年間学

ぶ教育機関）の日本語学習者のコミュニケーション能力の向上に対するポイントを

究明し、予想以上の効果を得られる教学方式と就職に必要な教学方式を探し出すこ

とを目的とする。本研究では、アクションオリエンテッド教学法の運用を中心と

し、三つのアンケート調査と教育現場の実験対比を通じて、学生のコミュニケーシ

ョン能力について全面的な調査と詳細な分析を展開した。

　その結果、現状及びそれにおける効果的な教学方式を明確にしたうえで、基礎学

力の低下、自律性の欠如、学習意欲の不振、思惟・行動の活発さなどの様々な方面

で特徴を持っていることが明らかになった。

　上記の分析と研究に基づいて、卒業生のコミュニケーション能力の不足・即戦力

の不備など、就職において危機的な状況にあることが分かる。本論文の研究結果と

して、以下の五つの方面から力を入れる必要があると考えている。

　①　高等職業学校の日本語専門のカリキュラム設置と改革を行う。

　②　日本語専門教育の主導性を教師から学生に切り替える。

　③　多種類の成績判定方式を取り入れる。

　④　適用教材を編成、更新する。

　⑤ 　一般語学能力とそれ以外の能力を両立させ、伝統教育理念とアクションオリ

エンテッド理念のバランスを取り、高等職業学校の日本語専門教育の健全な発

展を促進する。

　以上は、自分なりの考えであり、将来的には高等職業学校と四年制大学の日本語

専門教育を比べ、異同点の研究も視野に入れ、研究分析を進められることができれ

ばと考えている。

サブタイトルのヒゲは２文字分
著者名は二分アキで（柱も同じ）
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Abstract: The use of Japanese and the improvement of communication skills are the 
ultimate goals of Japanese education. This study explores the factors that improve the 
Japanese communicative capability of learners in vocational colleges to find effective 
teaching methods to help students better adapt to the society and job market. Based on 
the action-oriented approach, this study compares the results of three questionnaire 
surveys and the educational sites to make a comprehensive analysis of the Japanese 
communicative capability and adaptation to workplace.
The results show that compared with four-year undergraduate students, students in 
vocational colleges have features of low basic academic ability, bad self-discipline, 
insufficient learning intentions, active thinking and behaviors, and strong hands-on skill. 
Due to the improper use of traditional teaching methods, Japanese majors in vocational 
colleges have problems in communication skills, which means low combat power, and 
crisis in employment prospects. Based on the current learning situation of Japanese 
majors, the “action-oriented teaching approach” will become an effective and necessary 
teaching method to improve the communication ability of learners, and harmoniously 
coexist with traditional teaching methods.
This research is expected to play its role in the future vocational Japanese education. 
The author believes that the study results can be applied to the following five aspects:
1  Course setting and reform of Japanese majors in higher vocational colleges.
2  Turn the leading role of Japanese education from teachers to students.
3  Adopt a comprehensive evaluation method.
4  Preparation and updating of teaching materials.
5  In the meantime, improving the basic linguistic ability and other skills to obtain the 
balance between “traditional teaching method” and “action teaching method”.
Keywords:  action-oriented approach, Vocational Colleges, project-based teaching 

method, traditional teaching method, Japanese Communicative Capability

１．はじめに

　コミュニケーション能力とは、一般的に「他者とうまく交流を図ることが

できる能力」を意味する。これに対してコミュニケーションスキルとは、人

と人の間での交流方法・手法・テクニックを理論付けし、検証を行い技術や

知識としてまとめたものをいう。つまり、正しい言葉と適切な文法で意思を

疎通する語学能力だけではなく、相手の表情・眼の動きを通して気持ちを推

察する、相手に不快感を与えないタイミングで自分の感情や意思を相手に伝

える、他人からの理解や信頼をもらい相手の意志と感情を正確に汲み取り、

様々な状況に応じて適切な表現を行う、また良い人間関係を上手く築くなど
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の非言語的な要素の統合する能力だと言える。

　以上から、コミュニケーション能力アップのために、単語・文法・読解な

どの基本的な内容にとどまらず、各分野の専門用語、日本文化やビジネスマ

ナー等についての幅広い総合知識が必要となる。そのためには、どのように

して学習者を日本人のレベルに到達させるのか、どのように理想的なコミュ

ニケーションの効果を発揮させることができるか、これらは学習者と教育者

の双方ともに関心がとても深い。

　ソ連時代の著名教育家 N.A.Kaiipob が主張した伝統教学理念では、教師が

教育プロセスの中核、つまり、教師が主導の地位を占め、生徒が補助の地位

を占めていため、学生は受動的な状態にあることから、学習意欲があまり高

くないとされた。

　逆に、アクションオリエンテッド教学は、新しい能動的な教学理念である。

神戸大学留学生センターの實平雅夫とリチャード・ハリソン（2007）は、「能

動的学習は知識注入型学習に対して共同・協同・参加型で学習者を中心とす

るため、積極的に参加し、また問題の解決・知識の分析・知識の創造と評価

によって創り上げられ、それが単独であるのではなく、そのプロセスの中で

対象者との対話、自分自身との対話につながっていく。」と指摘した。近年、

中国の高等職業学校もその理念を積極的に導入している。

　本研究では、アクションオリエンテッド教学法を中心として、日本語コミ

ュニケーション能力を向上することについて深い分析と研究を展開した。

２． 先行研究

　日本語のコミュニケーション能力と日本語の教育を扱った研究としては、

齋藤孝（2004）、木村宗男（1989）、窪田富男（1989）、阪田雪子（1989）、川

本喬（1989）、石田敏子（1995）、山口仲美（2001）、王開富（2009）、馬福軍

（2007）などが挙げられる。

2.1　日本語のコミュニケーション能力と日本語の教育について

　まず、明治大学文学部教授―齋藤孝によれば、豊かな会話とクリエイテ

ィブな議論がどのようにして成り立つのかという問題を深く研究した。話の

流れをつかむ文脈力、身体を基盤とする重要性を強調しつつ、生きいきとし

たコミュニケーションの可能性も論じた。
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2.2　アクションオリエンテッド教学法について

　王開富は、「アクションオリエンテッド教学法は、20世紀80年代からドイツ

の職業教育学を盛り上げてきた新興の思潮であり、人間の総合素養と能力の

養成において重要な役割を果たし、世界諸国で広く伝えられ飛躍的な発展を

遂げてきた」と指摘した。また、この教学法は以下の特徴を持つと記述した。

それは、メディアシーン授業法の作成を重視し、学習者を卒業後の実践環境

に置き、自分のアクションを通じて知識・技能・経験をさせ、それらの情景

によって選択或いは判断を行うことにより、学生の策略性を培うことができ

る。

2.3　高等職業学校のアクションオリエンテッド教学について

　壮国楨の著作『高等職業学校教育のアクションオリエンテッド教学体系に

ついての研究』では「高等職業学校の卒業生は会社で要求される専門知識や

職業技能を満たしていないため、望んでいるものは得られず、得られるもの

は気に入らないという状況であり、したがって、伝統的な教学体系からアク

ションオリエンテッド教学体系までの転換は、焦眉の急であることは衆目の

一致するところである」と述べた。

2.4　職業高等学校におけるアクションオリエンテッド教学について

　この教学法で最も影響力がある堀口純子（2003）は、中国の大学における

日本語教育の最新動向を明確に説明した。「語彙を覚え、文法を理解し、厳密

に訳し、そして暗唱するという方法で、中国の大学における日本語教育は進

められてきたが、21世紀になって、学習者主導型授業への転換とコミュニケ

ーション能力の養成が強調されるようになった」と指摘した。

　また、李琳（2009）は「職業高等学校の総合日本語の教学について　―ア

クションオリエンテッドの視角から」では、今までの『総合日本語』授業に

おいて、「受験の結果ばかりを重視し、応用性と職業性をあまり考慮していな

い」、「単語・文法・発音・聴解などの各方面の単一能力を重視し、総合語学

能力を無視する」などの諸問題が存在しているため、長期的にこの詰め込み

式の方法を行うことで、学習意欲の低下、授業に活気がなくなる。逆に、ア

クションオリエンテッド教学方式では、学習しながら、知らず知らずのうち

に興味が湧き、授業にも活気が出るという結論を得た。
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　伍毅敏（2010）は、中日のビジネスが盛んになるとともに、複雑型（言語

及びビジネスマナー）のできる人材の重要性を述べた。けれども、日本語総

合能力の養成において、基礎知識が偏り、実際の運用能力にあまり力を入れ

ないという現状を論述した。結論として、指導を担当する教師は、アクショ

ンオリエンテッド教学モジュールで、項目教学法を中心として、学習者自身

のアクションを通じて学習意欲を喚起し持続させることができるという結果

を得た。

2.5　先行研究と本研究の関連

　以上より、これまでの日本語コミュニケーション能力養成方法とアクショ

ンオリエンテッド教学に関する研究は実を結んだ。しかし、従来の研究は教

学内容及び学習者の心理を議論し、日本語のコミュニケーション能力を向上

させるための、学習段階、将来の就職に応じた日本語教育方法の研究はされ

ていない。したがって、本研究では、先行研究を踏まえながら、アクション

オリエンテッド教学法の運用を中心として、高等職業学校の学習者のコミュ

ニケーション能力の向上に対するポイントの究明、そして就職の要望に合わ

せることができる方式を探し出しみようと思う。この研究結果が、これから

の日本語学習者及び教育者の一助になればと考える。

３．研究方法及び内容

　本研究はアンケート調査と教育現場対比法を行った。

3.1　付録１のアンケート調査表（一）について

　高等職業学校の日本語専攻学生（一年生～三年生）で母国語が中国語の学

生。

研究対象者研究対象者：：

　この調査は、中国武漢職業技術学院の日本語専門学習者120名（男女）を対

象とする。

　また、日本語学習歴により初級者（学習年数：一年以内）・中級者（学習年

数：一年～二年半）・上級者（学習年数：二年半以上）が各40名の割合となっ

ている。

調査目的と説明調査目的と説明：：

　問（１）日本語学習年数
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　問（２）日本語のコミュニケーション能力における最も難しいポイント

　問（３）日本語のコミュニケーション能力に対する効果的な教学方式

　また、問（３）～問（５）は、多肢選択式である。日本語の聴解能力／会

話能力／翻訳・通訳能力を通じ、高等職業学校の日本語専門学習者の視角か

ら、日本語のコミュニケーション能力に対する効果的な教学方式を知るため

に設けられた問いである。

3.2　アンケート調査表（二）について

研究対象者研究対象者

　この調査は、中国四つの集中地域（長江デルタ区域、珠江デルタ区域、京

津塘区域、東北三省）の在中日系企業200社に対し、郵便・FAX・E メールで

実施した。その結果、101社から回答が得られた。その上、有効回答数が94社

と回答率が47％に達した。

調査目的と説明調査目的と説明：：　アンケート調査表（二）

　問（２）日本語コミュニケーション能力における日本企業の新卒採用基準

　問（３）日本語のコミュニケーションにおける日本語専攻卒業生の不足点

　問（４）日系企業の採用における即戦力の重視傾向

3.3　アンケート調査表（三）と平均成績の対比について

研究対象者研究対象者

　この調査は、中国武漢職業技術学院日本語専攻三年生の42名の男女学生が

対象。平均成績により、各21名の二つのクラスに分けた。

　第三学年の第一学期において、クラス１「伝統教学法」（対照組）で、クラ

ス２「アクションオリエンテッド教学法」（実験組）で授業を実施した。

調査目的と説明調査目的と説明：：

　（１）第一学期の初期と期末の学習意欲・雰囲気・目的の変化

　（２）第一学期におけるビジネス日本語授業の平均成績と実験前後対比

　（３）第一学期における日本語の視聴授業の平均成績と実験前後対比

　（４）第一学期における日本語の会話授業の平均成績と実験前後対比

平均成績の比較調査と説明平均成績の比較調査と説明：：

　下図のとおり、日本語のコミュニケーション能力の養成は下記の三つの授

業がある。
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表（3-2）　伝統教学法とアクションオリエンテッド教学法の授業設置

科目 授業の方式
伝统法
のコマ

アクション
法のコマ

ビジネス日本語
単位（学分）：３
コマ：48

教科書を通じて、日本式ビジネスマナーを勉強する。 48 16
ビジネスマナーについて日本企業から指導をもらう。  0  8
日本企業で見学と体験実習を行う。  0 12
ビジネスモデルを模擬する。  0  8
日本人留学生と外国人教師の、歓送迎会を開催する。  0  4

日本語の視聴
単位（学分）：３
コマ：48

教科書の音声資料を繰り返し放送する。 48 16
日本語のニュースを可視化し、放送する。  0 10
日本語のドラマ・アニメ・映画を放映する。  0 10
日本語のラジオドラマを放映する。  0  6
日本語のバラエティ番組を放送する。  0  4
日本語の流行歌を放送する。  0  2

日本語の会話
単位（学分）：４
コマ：64

教科書の内容を朗読、暗唱したりする。 64 16
ロールプレイを行う。  0 12
ある話題について自分の意見を述べ、発表を行う。  0  8
ある争点をめぐって、口頭弁論を展開する。  0  6
簡単な短劇を創作、演じたりする。  0  6
授業で順番にストーリー、笑い話などをする。  0  6
日本人（留学生・外国人教師等）と交流する。  0  6
流行語の使用状況を調査し、会話に活用する。  0  4

※１単位（学分）が16コマを含める。１コマの授業時間は45 分である。

４．調査結果に対する分析と展開 

4.1　分析一：一般語学能力以外の能力について

4.1.1　日本語コミュニケーション能力における最も難しいポイント

　下記の図（4-1）より、初級者（１年未満）は、基礎知識「A：単語・文

法・発音・聴解・慣用表現など」が弱く交流の難点だと思っているものが圧

倒的に多く、87.50％に達した。中級者（１年以上２年半以下）は、基礎知識

（A）とそれ以外の能力（B ～ F）の難易度が各50％ぐらいの割合であるが、

上級者（２年半以上）は、基礎知識（A）の難易度が10％と極めて低く、逆

にそれ以外の能力（B ～ F）が激増し90％となった。要するに、学習年数の

増加とともに、一般語学能力以外の内容は、日本語コミュニケーション能力

における最も難しいポイントになる傾向が顕著になった。
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図（4-1）　日本語のコミュニケーションにおける最も難しいポイント

4.1.2　日系企業の新卒採用の際における最重要なポイント

　表（4-2）の結果より、各区域の値は大幅な増減と顕著な差別がない。

　では、区域要素を考えずに、各区域の平均比率だけ考査してみる。日本企

業の新卒採用基準の７要素に、『A：基礎知識』は、『F：ビジネスマナー』に

次ぎ、第二位の地位を占めている。けれども全体から見ると、新卒採用の際、

基礎知識（A：23.70％）より、それ以外の能力（B ～ G：76.30％）がかなり

重視されている。そのため、実用性が強い能力として要求され、新卒採用の

際において一番重要なポイントになっている。

表（4-2）　日本語コミュニケーション能力における日本企業の新卒採用基準

地域
长江

デルタ区域
珠江

デルタ区域
京津塘
区域

東北
三省

各区域
平均

有効回答会社数 26社 18社 20社 30社 23.5社
有効回答比率 52％ 36％ 40％ 60％ 47％

一般能力 A：基礎知識 22.07％ 19.85％ 24.33％ 28.56％ 23.70％

基礎知識
以外の
能力

B：言葉・目線・表情による挨拶 3.96％ 5.03％ 3.17％ 4.88％ 4.26％
C：敬語 17.12％ 14.83％ 16.25％ 15.28％ 15.87％
D：日本文化と習慣 5.28％ 4.37％ 6.03％ 3.54％ 4.81％
E：各職種専門用語 18.63％ 22.14％ 24.37％ 19.72％ 21.22％
F：ビジネスマナー 31.74％ 33.02％ 24.80％ 27.11％ 29.17％
G：その他 1.20％ 0.76％ 1.05％ 0.91％ 0.97％

総計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
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4.1.3 　日本語のコミュニケーションにおける高等職業学校の日本語専攻卒

業生の不足点

　表（4-3）と図（4-3）より、各区域の平均比率から、基礎知識以外の能力

（B ～ G）が企業の要求水準に達していないという回答が、約９割を占めた。

この状況に基づいて、学生の日本語のコミュニケーション能力の育成が不十

分だと言える。

表（4-3）　日本語のコミュニケーションにおける高等職業学校の日本語専攻卒業生の不足点

地域
长江デルタ

区域
珠江デルタ

区域
京津塘
区域

東北
三省

各区域
平均

有効回答会社数 26社 18社 20社 30社 23.5社
有効回答比率 52％ 36％ 40％ 60％ 47％

一般能力 A：基礎知識 11.54％ 11.11％ 9.76％ 10.00％ 10.60％

基礎知識
以外の
能力

B：言葉・目線・表情・身振りに
よる挨拶

5.77％ 5.56％ 7.32％ 6.67％ 6.33％

C：敬語 32.69％ 52.78％ 39.02％ 41.67％ 41.54％
D：日本文化と社会習慣 17.31％ 13.89％ 14.63％ 13.33％ 14.79％
E：各職種の専門用語 38.46％ 38.89％ 51.22％ 48.33％ 44.23％
F：ビジネスマナー 42.31％ 47.22％ 48.78％ 51.67％ 47.50％
G：その他 1.92％ 0.00％ 2.44％ 1.67％ 1.51％

図（4-3）　日本語のコミュニケーションにおける高等職業学校の日本語専攻卒業生の不足点

　以上の分析により、基礎知識以外の能力は、上級者にとって最も難しく、

新卒採用の際における最重要なポイントであり、日本語専攻卒業生の主な不
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足点であることから、今後の教育に大きな力を入れなければならないと考え

る。

4.2 　分析二：日本語のコミュニケーション能力において、高等職業学校日本

語学習者に対する効果的な教学方式

4.2.1　聴解能力と会話能力、翻訳・通訳能力から見れば

　表（4-4）～表（4-6）より、初級者にとって従来の伝統教学方法は、聴解

及び会話と翻訳・通訳能力に最も役立つことが分かる。逆に、中級者と上級

者はアクションオリエンテッド教学法を認可した学生が多く、伝統教学法を

選択した者は２割に留まった。つまり、学習年数の増加に伴ってアクション

オリエンテッド教学方法は、聴解と会話及び翻訳・通訳能力を高める方面で、

学習者から高い支持を受けたことがわかる。

表（4-4）　日本語の聴解能力についての効果的な教学方式

内容

初心者 中级者 上级者

人数
（人）

比率
（％）

人数
（人）

比率
（％）

人数
（人）

比率
（％）

伝统教学法 A：教学書の聴力練習 19 47.50 10 25.00  7 17.50

アクション
オリエンテッド

教学法

B：ニュースを可視化し、放送する。  7 17.50 21 52.50 34 85.00
C：日本語の歌を放送する。  2  5.00  5 12.50 11 27.50
D：映画など視聴素材を放映する。 13 32.50 23 57.50 31 77.50

表（4-5）　日本語の会話能力についての効果的な教学方式

内容

初心者 中级者 上级者

人数
（人）

比率
（％）

人数
（人）

比率
（％）

人数
（人）

比率
（％）

伝统教学法 A：資料の朗読や暗唱。 28 70.00 16 40.00  5 12.50

アクション
オリエンテッド

教学法

B：ある話題について意見や発表を
行う。

 8 20.00 17 42.50 29 72.50

C：ある争点をめぐって、口頭弁論
を展開する。

 2  5.00  9 22.50 15 37.50

D：簡単な短劇を創作する。  3  7.50 10 25.00 22 55.00
E：物語や笑い話を話す。  1  2.50  8 20.00 13 32.50
F：実践会話を練習する。  6 15.00 18 45.00 32 80.00
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表（4-6）　日本語の翻訳・通訳能力についての効果的な教学方式

内容

初心者 中級者 上級者

人数
（人）

比率
（％）

人数
（人）

比率
（％）

人数
（人）

比率
（％）

伝统教学法 A：翻訳・通訳の練習 31 77.50 20 50.00 11 27.50

アクション
オリエンテッド

教学法

B：翻訳・通訳した成果の利点と欠
点を説明する。

19 47.50 30 75.00 37 92.50

C：典型性な社会で必要な通訳訓練
を行う。

 5 12.50 27 67.50 39 97.50

D：字幕のない画像素材から通訳訓
練を行う。

 2  5.00 16 40.00 23 57.50

4.2.2　学期初と学期末における学習意欲・雰囲気・目的の変化から見てみる。

　表（4-7）は、双方の学生の対比結果である。二種の教学方法の差はほとん

どなく、ほぼ同じ状態であったということが明らかになった。その後、初期

と期末における対比結果でも、著しい変化が見えれないことより、伝統教学

法でも学習意欲・雰囲気・目的の改善に大きな影響を与えられないと言える。

表（4-7）　第三学年の第一学期初における伝統学生とアクションオリエンテッド学生の対比

要素 質問の内容

第三学年の初期
（実験前）

伝統の学生
（単位：点）

アクション
の学生

（単位：点）

学習
意欲

知的好奇心（１）疑問について徹底的に調べたい。 1.86 2.00

積極行動
（２）授業やそれ以外でも、積極的に日本語を

使用している。
1.67 1.57

深い思考 （３）多様な考え方をする。 1.76 1.76
満足情緒 （４）学習から強い満足感を感じている。 1.38 1.57
自発学習 （５）計画を立て、勉強する。 2.19 2.00

学習
雰囲気

充実环境 （６）授業で元気と充実だと感じている。 1.19 1.33
積極環境 （７）授業は発言しやすい雰囲気である。 1.38 1.24
安心環境 （８）落ち着いて授業を受けている。 1.90 1.95

目的

学習動機 （９）将来の就職・進学のための準備。 1.43 1.33
興味達成 （10）自分の興味を理解する。 1.86 1.71
発展方向 （11）卒業後の進路・進学の理解。 1.05 1.19

　表（4-9）の結果より、わずか一学期のアクションオリエンテッド教学は、

実験前より学生の意欲及び雰囲気、目的にも驚いた効果をもたらし各要素の

平均値は２点以下から満点の４点に上がった。この結果は、驚きである。
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表（4-9）　第三学年の第一学期初と第一学期末におけるアクションオリエンテッド学生の対比

要素 質問の内容
第一学期初

第三学年の
第一学期末

実験前
（単位：点）

実験後
（単位：点）

学習
意欲

知的好奇心（１）疑問について、徹底駅的に調べたい。 2.00 3.67

積極行動
（２）授業やそれ以外でも、積極的に日本語を

使用している。
1.57 3.29

深い思考 （３）多様な考え方をする。 1.76 3.76
満足情緒 （４）学習から強い満足感を感じている。 1.57 3.38
自発学習 （５）計画を立て、勉強する。 2.00 3.86

学習
雰囲気

充実环境 （６）授業で元気と充実だと感じている。 1.33 3.24
積極環境 （７）クラスは発言しやすい雰囲気である。 1.24 3.33
安心環境 （８）落ち着いて授業を受けている。 1.95 3.90

学習
目的

学習動機 （９）将来の就職・進学のための準備。 1.33 3.57
興味達成 （10）自分の興味を理解する。 1.71 3.67
発展方向 （11）卒業後の進路・進学の理解。 1.19 3.86

　表（4-10）と図（4-10）前記のように、両者の一学期間の授業を実施した

ことにより、第三学年の第一学期末で、双方の学生の間に大幅な相違が見ら

れた。このことから、二種類の教学方法の違いだからこそ引き起こしたもの

だと言える。

表（4-10）　第三学年の第一学期末における伝統学生とアクションオリエンテッド学生の対比

要素 質問の内容

第三学年の第一学期末

伝統の学生
（単位：点）

アクション
の学生

（単位：点）

学習
意欲

知的好奇心（１）疑問について、徹底駅的に調べたい。 1.95 3.67

積極行動
（２）授業やそれ以外でも、積極的に日本語を

使用している。
1.57 3.29

深い思考 （３）多様な考え方をする。 1.62 3.76
満足情緒 （４）学習から強い満足感を感じている。 1.57 3.38
自発学習 （５）計画を立て、勉強する。 2.19 3.86

学習
雰囲気

充実环境 （６）授業で元気と充実だと感じている。 1.05 3.24
積極環境 （７）クラスは発言しやすい雰囲気である。 1.62 3.33
安心環境 （８）落ち着いて授業を受けている。 1.76 3.90

学習
目的

学習動機 （９）将来の就職・進学のための準備。 1.62 3.57
興味達成 （10）自分の興味を理解する。 1.71 3.67
発展方向 （11）卒業後の進路・進学の理解。 1.05 3.86

　以上の四つの対比結果（表：4-7～4-10）から、伝統教学法は学習意欲・雰
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囲気・目的の改善に大きな影響を及ぼさず、逆にアクションオリエンテッド

教学法は予想以上の効果を発揮し、効果的な教学方式であるということを十

分に説明できる。

4.2.3 　第二学年の第二学期末と第三学年の第一学期末における平均成績の

対比から見れば

　図（4-11）より、第二学年の第二学期末、双方学生のビジネス・視聴・会話

の平均成績は70点前後であったが、第三学年の第一学期末では、伝統学生の

平均成績の変化は低く、アクションオリエンテッド学生の平均成績は大幅に変

化し12－13点ほど点数を上げた。両者の成績を比較するとアクションオリエン

テッド教学法はいかに有効な教学法であるということが明らかになった。

図（4-11）　第二学年の第二学期末と第三学年の第一学期末における成績の対比

4.3　分析三：日本語のコミュニケーション能力で、必要的な教学方式

　下記より、即戦力は半数を占め、採用の一番重要な要素として考えられる。

表（4-12）　在中日系企業の雇員採用要素を統計した結果

选択肢の内容 平均比率（単位：％）

A：即戦力（訓練や準備をしなくてもすぐに使える戦力） 43.79
B：専門性（特定の領域に関する高度な知識と経験） 20.12
C：会社に対する責任感と忠実感  5.56
D：職業観と就労意識  3.17
E：チャレンジ精神  7.05
F：リーダーシップ（指導者としての素質と能力）  6.17
G：潜在的可能性（ポテンシャル）  8.33
H：出身校  3.43
I：その他  2.38
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５．まとめ

　本研究は高等職業学校日本語専門学習者の日本語のコミュニケーション能

力向上のポイントを究明し、社会で対応できる教学方式を追求することを目

指す。そのため、教育現場の平均成績の比較をもとに精確的・科学的に分析

を行い論述を展開した。本研究の結果は、調査目的の必要性と科学性を確立

し、予定通りの研究目的を達成した。

（１）　基礎能力以外の重要性

　日本語コミュニケーション能力において、基礎能力（一般語学能力）以外

の能力は、上級者にとって最も難しいポイントである。また、新卒採用の際

における最重要なポイントであり、尚且つ、高等職業学校の日本語専攻卒業

生にとって最も不足している点でもあった。そのことから今後、これらを重

視する必要があると考える。

（２）　日本語コミュニケーション能力を向上させる効果的な教学方式

　学習年数の増加に伴い、学生のアクションオリエンテッド教学法に対する

興味が高いことが明らかになった。更に第三学年の授業実施の前後より、両

者学生の学習意欲・雰囲気・目的及びビジネス日本語・視聴・会話の平均成

績の比較結果を通じて、アクションオリエンテッド教学法は、極めて効果的

な教学方式だということが十分に説明できる。

（３）　日本語コミュニケーション能力を向上させる必要的な教学方式

　在中日系企業は、即戦力を持つ経験者を採用したい傾向が強い。したがっ

て、アクションオリエンテッド教学法は、日系企業の採用したい人材の養成

に必要的な教学法だと言える。以上の調査と分析により、アクションオリエ

ンテッド教学法を使いこなすことは、カリキュラムの改革・教育主導性の転

変・評価制度の変革・教材の選用・教育方式の変容という五つのことに重点

を置き、推進をすべきだと思う。

　伝統教育理念もアクションオリエンテッド教学理念も、メリットとデメリ

ットがある。したがって、即戦能力と実践能力を備える人材の養成を図るた

めには、両者の理念を調和的に共存させ、バランスを取りながら、今後の日

本語専門教育の発展を促進する。

　本稿では、アクションオリエンテッド教学理念を中心として、自分なりの

考えを述べた。これから更に、高等職業学校と四年制大学の日本語専門教育

の共通点と相違点の研究にも視野を入れ、今後の課題とする。
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